
---市の人口と世帯数---可

6月1日現在 前月比 ｜

人口 31 ，644人 （十13） ｜

男 15，515人 （＋19） ｜

女 16， 129人 （－6） ｜

世帯 8，780世帯（＋14）

市
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東小で

ひとあし早い運動会
I 夏休みを前にひとあし早し､運動会一。 さる6月,0日、

I 東小学校校庭で、親子体育祭が行われました。

この催しは、束小学校PTA (山県裕会長）が中心とな

’ って、父兄の親睦の体力つくりをねらいとして、毎年行つ

’ ているもので、今年で10回目を迎えました。

l 1時間授業参観のあと、校庭で5つの地区に別れ、児童
I もお父さんやお母さんと一緒に競技に参加。初夏の日ざし

I を浴びながら、親子で楽しい一日を過ごしました。

｜ 運動会は、 9月、 ，0月が本番です。これから夏休みに入
I りますが、水難事故や、交通事故などにあわないよう、気

｜ をつけて楽しい夏休みを過ごしてください。

（写真提供東小学校）
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151･1152てす。
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恒
例
の
「
高
萩
市
民
ま
つ
り
」
が
、
第
９
回
を
迎
え
７
月
創
日
と
塑
日
の
２
Ⅲ

日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
郷
土
高
萩
の
認
識
を
深
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
、
市
民
川

の
心
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
市
民
総
参
加
の
も
と
に
行
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
川

て
い
ま
す
。

り
か

市
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、
擁
大
な
「
市
民
ま
つ
り
」
に
し
ま
Ⅲ

ど
ほ

１
レ
レ
ム
シ
甸
〆
。

幸
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、
ン
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５
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迎
え
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ど
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‐
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ば
こ
写
へ
こ
こ
は
ソ
レ
高
萩
こ
の
年
の
７
月
鋤
日
・
即
日
に
、
開
催

民
太
平
洋
に
…
…
さ
れ
た
第
４
回
高
萩
市
民
ま
つ
り
に
行

市
日

こ
の
一
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
は
、
さ
わ
れ
た
の
が
最
初
で
、
今
年
で
５
年
目

２２
〃
る
鉛
年
、
市
制
施
行
加
周
年
を
記
念
し
を
迎
え
ま
す
。

日
。

１
１

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
歌
手
都
は
る

２
２
高
萩
市
民
ま
つ
り
も
２
日
間
、
各
町

み
さ
ん
に
よ
っ
て
吹
込
ま
れ
ま
し
た
。

内
や
地
域
ご
と
に
車
の
ダ
シ
や
こ
ど
も

「
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
の
お
ど
り
は
、
ミ
ゴ
ン
共
ピ
、
八
ｒ
勺
と
ａ
Ｊ
ｂ
５
ｒ
．
、

ミ
コ
シ
な
ど
が
町
内
を
ね
り
あ
る
き
、

‐

市
民
あ
げ
て
の
ま
つ
り
に
定
着
し
て
き

た
よ
う
で
す
。

今
年
も
「
市
民
ぱ
や
し
」
の
流
し
お

ど
り
が
駅
前
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

す
。
「
市
民
ぱ
や
し
」
の
流
Ｌ
お
ど
り
は
、

７
月
訓
日
の
午
後
６
時
如
分
鼓
笛
隊
の

パ
レ
ー
ド
の
あ
と
、
同
７
時
鋤
分
か
ら
、

駅
前
通
り
で
流
し
お
ど
り
が
開
始
さ

れ
、
同
９
時
終
了
と
な
り
ま
す
。

お
ど
り
は
、
簡
単
で
す
か
ら
、
ど
な

た
に
で
も
す
ぐ
で
き
ま
す
。
服
装
な
ど

は
、
ふ
だ
ん
着
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
ど
り
の
列
に
入

っ
て
一
‐
高
萩
市
民
ぱ
や
Ｌ
」
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

流
し
お
ど
り
は
駅
前
通
り
で

お
ど
り
を
お
し
え
ま
す

「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
の
お
ど
り
の

講
習
を
受
け
た
い
各
種
の
団
体
や
、
グ

ル
ー
プ
（
、
人
以
上
）
に
は
、
講
師
を

派
遣
し
ま
す
の
で
、
日
時
や
場
所
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
・

連
絡
は
、
市
役
所
商
工
課
（
電
話
③

２
１
１
１
内
線
２
６
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

型
日
は
、
「
市
民
ぱ
や
し
」
流
し
お

へ
〃
）

ど
り
の
た
め
、
交
通
規
制
（
左
図
参
照
）

が
あ
り
ま
す
。
交
通
規
制
（
雨
天
順
延
）

は
、
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
扣
分

ま
で
車
の
進
入
や
駐
車
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
な
ど
ご
利
用
の
方

は
、
当
日
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。ま
た
、
訓
日
と
犯
日
の
２
日
間
は
、

各
町
内
な
ど
で
こ
ど
も
ミ
ゴ
シ
や
、
車

の
ダ
シ
な
ど
も
ね
り
あ
る
き
ま
す
の
で

自
動
車
を
運
転
す
る
方
は
、
と
く
に
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

｢弓一方通行
値 3については､路線

バスを除く）雨天の場合は順延
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》

ま
き
会
場
跡
地
↓
花
貫
ダ
ム
↓
第
一
浄

〃
目
で
み
る
市
政
教
室
〃
に

水
場
↓
老
人
い
こ
い
の
家
↓
国
際
電
を

茨
城
衛
星
通
信
所
↓
高
萩
・
十
王
衛
生

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

セ
ン
タ
ー
↓
公
害
対
策
室

ひ
ど
り

↓
竜
子
城
吐
↓
手
綱
工
業
団
地
↓
お
手
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
（
電
③
２
１

弓
ｑ
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
・
・
二
二
言
ｔ
、
〃
ｆ
Ｈ
４
二
二
二
一
口
、
Ｂ
Ｂ
ｆ
Ｌ
・
ニ
ー
二
言
。
、
‘
〃
Ｊ
１
国
二
三
一
一
Ｆ
ｑ
、
，
″
ｆ
■
、
ユ
ニ
｜
二
言
可
ｎ
７
ｆ
、
畠
二
二
】
』
口
、
■
〃
ｒ
ｈ
ロ
ー
二
宮
幸
，
、
Ｊ
ｆ
、
Ｐ
二
】
二
言
、
、
Ｊ
■
ｈ
二
二
二
言
可
、
〃
Ｉ
、
二
二
一
『
言
Ｌ
、
Ｊ
Ｊ
Ｌ
、
二
三
二
言
。
．
、
Ｔ
／
咄
、
二
二
二

灘
蕊
簾
黙
謹
静

騒

ろ

鼬

一
一の
っ
た
が
、
一
局
岡
地
区
で
は
、
朝
７
時
に
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
望
ん
で
い
ま
鰄
”

あ日の

ゞ
。
’
…
ｉ
‐
織
蕊
？
詩

応
本
郷
芳
さ
ん
（
鎚
歳
）
上
君
田
一
弓
註
三
Ｊ
Ｊ
Ｔ
：
“
一
Ｊ
恥
一
刷
訂
田
母
毎
一
密
一
》

（
元
高
萩
市
消
防
長
）
当
時
は
、
時
代
背
景
も
そ
う
だ
ろ
う
躍
蕊
謹
》
蟹
”
一

高
萩
市
が
誕
生
し
て
妬
年
た
つ
ん
で
が
‐
祝
賀
会
と
い
っ
て
も
、
今
の
よ
う
蕊
蕊
蹴
一
諏
隷
、

す
ね
。
：
：
．
早
い
も
の
で
す
ね
。

昭
和
調
年
ｎ
月
認
日
に
、
高
萩
町
、

鵜
嚇

松
岡
町
、
高
岡
村
と
黒
前
村
、
櫛
形
村

総
務
課
の
管
財
に
ま
わ
っ
た
こ
ろ
は
溌一辮率
一

の
一
部
が
合
併
し
た
わ
け
だ
が
、
高
岡
市
有
財
産
の
台
帳
が
不
備
で
ね
。
毎
日
識

村
役
場
か
ら
、
市
役
所
に
通
っ
た
の
は
毎
日
、
登
記
所
へ
通
い
ず
め
て
整
備
し
職
和
訓
年
５
月
市
制
誕
生
を
祝
し
て
市

昭
和
訓
年
１
月
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
ま
し
た
。
大
変
な
量
で
ね
…
。
：
今
思
う
民
あ
げ
て
の
ち
ょ
う
ち
ん
行
列

み
な
さ
ん
の
地
域
や
、
い
ろ
い
ろ
な

団
体
な
ど
で
、
市
政
懇
談
会
を
希
望
す

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
な
ど
は
協
議
の
う
え
決
定
し
ま

す
。
あ
て
先
は
、
高
萩
市
本
町
１
１
１

０
０
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
広
報
広
聴

係
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２
１
９
ま
た

は
２
３
０
）
で
す
。

○
石
井
健
一
さ
ん
１
赤
浜

社
会
福
祉
の
た
め

５
１
，
３
５
２
円

○
本
町
商
店
会

交
通
遺
児
の
た
め１

０
０
，
６
３
５
円

｝
）

１
１
内
線
２
１
９
ま
た
は
２
３
０
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

雨
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
。
昌
一
食
は

各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
午
前
９
時
に
市
役
所
玄
関

前
を
出
発
し
、
帰
り
は
午
後
３
時
ご
ろ

の
予
定
で
す
。

市
政
懇
談
会
を

希
望
す
る
か
た
は

早
め
に
連
絡
を

｜
后

謹
呈
届

ル
〉
フ

識

、

螺

擢

鍛

罐

聖

軽

一

撫

啼

鍔

唾

耀

鱈

躍

鐵

率

癖

‐
鰯
啄
噸
・
畷
皿
鱒
㎡
噌
帥
鎧
錨
鋸
溌
毒
蕊
謹
評
癖
碗
》
》
碑
抑
軍
、
が
一
一
科
も
．
》
紳
圭
》
鋸
や
》
一

、
‐
で
一
諏
蕊
段
※
》
蕊
重
一

‐
‐
ｖ
ま
：
群
》
蚕
津
鷺
一
々
註
》

趨

犯

一

脚

口

‐

Ｅ

一

Ｆ

三

↓

牙

一

一

口

》

》

Ｆ

》

ロ

ー

斗

句

〃

／

、

、

，

［

Ｈ

門

包

》

母

語

》

一

》

一

価

や

」

一

鈴

や

函

に
力
了
ふ
Ｊ
鴛
：
：
司
『
』
宰
口
・
Ⅱ
》
罫
鈎
亜
壺
評
晶
簸
繩
柵
畔
》
訶
万
且
Ｊ
Ｆ
Ｔ
＃
、
§

識
期
形
鷺
〃

の：郡：隷雪一思

鑿

巨

痘

窪

万

幸

蕊

密

一

恵

民
回

市市
で
は
、
高
萩
市
を
さ
ら
に
住
み
よ

い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
お

気
付
き
や
ご
意
見
を
お
た
ず
ね
す
る
た

め
、
加
歳
以
上
の
人
の
う
ち
か
ら
、
人

に
１
人
の
割
合
で
無
作
為
抽
出
し
、
該

当
す
る
人
に
調
査
票
を
お
送
り
い
た
し

ま
し
た
。

ご
回
答
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

○
回
答
期
限
は
、
７
月
瓠
日
ま
で
で
す
。

も
れ
な
く
記
入
が
終
り
ま
し
た
ら
。
同

封
の
封
筒
に
入
れ
て
、
切
手
を
は
ら
ず

に
郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
か
、
ま
た
は

市
役
所
市
民
相
談
室
に
お
届
け
く
だ
さ

る
様
お
願
い
し
ま
す
。

○
こ
の
調
査
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
高
萩
市
役
所
市
長
公
室

広
報
広
聴
係
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２

１
９
ま
た
は
２
３
０
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
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みなさんに協力を呼びかけ

青
少
年
の
非
行
を
未
然
に
防
止
し
、

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
彼
ら
を
と
り
ま
く
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
市
教
育
委
員

非
行
化
を
防
ぐ
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い

＄
』

一
へ
）

わ
が
国
の
青
少
年
非
行
は
、
こ
こ
数
年
ふ

え
続
け
、
昨
年
は
、
凶
悪
犯
や
窃
盗
犯
な
ど

の
″
刑
法
犯
少
年
〃
の
人
口
比
（
少
年
千
人

あ
た
り
に
対
す
る
比
率
）
は
、
戦
後
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
７
月
、

８
月
に
か
け
て
の
時
期
は
、
夏
休
み
な
ど
に

入
る
た
め
、
青
少
年
の
非
行
が
多
く
な
り
ま

す
。
夏
と
い
う
開
放
感
か
ら
、
衝
動
的
行
動

を
と
り
や
す
く
な
り
、
彼
ら
を
と
り
ま
く
環

境
を
見
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
は
青
少
年
の
非
行
化
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
た
。

会
電
③
１
１
３
１
）
で
は
、
７
月
の

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
月
間

に
あ
わ
せ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

か

…
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
国
比
運
動
で
す
。

青
少
年
の
非
行
防
止
と
非
行
に
陥
っ

た
者
の
更
生
の
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で

協
力
の
輪
を
広
げ
、
彼
ら
の
健
や
か
な

成
長
を
助
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。

期
間
は
７
月
１
日
か
ら
瓢
日
ま
で
の

１
カ
月
間
で
、
と
く
に
夏
休
み
に
多
い

青
少
年
の
非
行
を
防
ぐ
た
め
、
家
庭
、

職
場
、
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
が
必
要
と

な
る
わ
け
で
す
。

青
少
年
の
非
行
は
衝
動
的

最
近
の
青
少
年
の
非
行
は
、
「
ス
リ

ル
を
求
め
て
」
「
カ
ッ
コ
い
い
か
ら
」

「
う
さ
ば
ら
し
」
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
衝

動
的
で
す
。

非
行
の
内
容
で
は
、
万
引
き
、
家

出
、
性
非
行
、
薬
物
の
乱
用
、
暴
走
族

の
自
動
車
非
行
な
ど
遊
び
型
の
非
行
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景

に
は
、
選
択
力
や
判
断
力
の
未
熟
な
青

少
年
が
、
ま
わ
り
の
俗
悪
な
環
境
か
ら

多
く
の
影
響
を
受
け
て
、
非
行
に
走
る

原
因
と
も
な
る
の
で
す
。

み
ん
な
の
力
で
非
行
は
防
げ
る

こ
の
よ
う
な
非
行
問
題
は
、
限
ら
れ

た
法
令
の
規
則
の
み
で
は
解
決
で
き
る

〆ー

ー

若
い
力
を

職
場
に
社
会
に

７
月
の
第
３
土
曜
日
、
訓
日
は
「
勤

労
青
少
年
の
日
」
で
す
。

働
く
青
少
年
が
充
実
し
た
職
業
人
と

し
て
の
生
活
を
営
み
、
将
来
の
産
業
と

社
会
を
に
な
う
べ
く
す
こ
や
か
な
成
長

を
願
い
、
ま
た
、
広
く
国
民
が
働
く
青

少
年
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
、
昭
和
妬
年
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
今
年
で
、
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は

ス
ポ
！
シ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会

を
催
し
た
り
、
話
し
合
い
の
場
を
も
う

け
た
り
し
て
、
勤
労
青
少
年
を
励
ま
す

と
と
も
に
お
互
い
の
交
流
を
、
よ
り
深

め
る
よ
う
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
と
寡
婦
の
方
へ

市
母
子
福
祉
会
で
は
、
技
能
教
室
を

開
き
ま
す
の
で
、
受
講
し
て
承
ま
せ
ん

か
。
○
と
き
７
月
か
ら
３
月
ま
で

月
１
回

○
教
室
の
内
容

着
付
、
手
編
み
、
洋
裁
（
ス
カ
ー

ト
）
、
料
理
、
パ
ー
マ
セ
ッ
ト
な
ど

○
受
講
資
格

原
則
と
し
て
会
員
と
し
ま
す
が
、

母
子
家
庭
と
寡
婦
の
方
な
ら
受
講

で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
先

高
萩
市
有
明
町
２
の
３
柴
田
ふ

さ
子
（
電
②
３
７
０
９
）
ま
で
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急
な
道
路
へ
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
頭
部
打
撲
の
重
傷
を
お
っ
た
。
茨
城
市
大
津
町
の
市
道
で
小
学
生
（
６
★
道
路
へ
出
る
と
き
、
急
な
ま
が
り
か

７
月
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
ど
で
、
一
た
ん
止
ま
り
左
右
の
安
全
を

道
路
へ
出
る
と
き
は

み
を
ひ
か
え
て
、
水
の
事
故
と
と
も
に
、
た
し
か
め
る
。

左
右
の
安
全
を
確
め
て
★
自
転
車
も
一
度
降
り
て
、
左
右
の
安

交
通
事
故
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
子
ど
も
た
ち
の
交
全
を
た
し
か
め
て
か
ら
出
る
。

通
事
故
の
う
ち
一
番
多
い
「
飛
び
出
し
」

車
の
直
後
の
横
断
歳
）
は
、
車
の
直
前
の
横
断
で
左
足
骨
★
車
の
直
前
、
直
後
か
ら
の
飛
び
出
し

と
「
車
の
直
前
や
直
後
の
椣
断
」
に
ょ
５
月
２
日
午
後
２
時
妬
分
一
」
ろ
、
北
折
、
頭
部
打
撲
の
重
傷
を
お
っ
た
。
は
や
め
よ
う
。
か
な
ず
車
の
通
過
を

る
事
故
事
例
を
拾
い
、
な
ぜ
事
故
が
起
茨
城
市
磯
原
町
の
県
道
で
、
小
学
生
次
の
点
に
注
意
す
れ
ば
事
故
は
防
げ
る
見
送
り
、
左
右
の
安
全
を
た
し
か
め
て〉

き
た
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
（
７
歳
）
は
、
帰
宅
途
中
兄
さ
ん
に
反
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
に
発
生
し
横
断
す
る
。

弓
ノ
Ｏ

対
側
か
ら
呼
ば
れ
て
飛
び
出
し
、
対
向
た
子
ど
も
の
人
身
事
故
は
お
件
（
北
茨
（
高
萩
警
察
署
提
供
）
一
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言
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酔
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右
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重
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“
帥
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岬
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砺
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一

■
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●
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自
●
●
。
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●
。
●
①
●
杢

■
ｐ
●

●
●
●
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ｇ
●
ｅ

具
申
■

■
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●
●
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■
●
●
○
℃
エ

●
■
■
○
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■
や
●
■
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エ

ｐ
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１
１
世

青少年センタ－で は

自
宅
で
遊
ん
で
い
て
、
道
路
に
飛
び
出
車
の
直
前
の
横
断
に
よ
る
事
故
年
齢
別
で
は
、
７
歳
（
５
名
）
、
５
歳

②
し
車
に
は
ね
ら
れ
、
左
大
腿
骨
骨
折
．
４
月
Ⅳ
日
午
後
３
時
鋤
分
ご
ろ
、
北
（
４
名
）
が
多
い
。

も
の
で
ば
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

あ
り
、
あ
わ
せ
て
関
係
機
関
の
連
絡
を

と
り
な
が
ら
、
は
じ
め
て
達
成
で
き
る

も
の
で
す
。

青
少
年
を
と
り
ま
く
俗
悪
な
社
会
環

境
は
、
書
店
、
映
画
館
、
金
物
店
、
塗

料
店
、
文
房
具
店
、
玩
具
店
・
薬
局
、

薬
店
、
喫
茶
店
、
飲
食
店
、
旅
館
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
、
青
少

年
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
動
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
注
意
し
た
り
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
や
警
察
へ
連
絡
す
る
な
ど
し

て
非
行
防
止
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

①
書
店
な
ど
で
は
、
有
害
図
書
の
立

読
み
や
販
売
に
注
意
す
る
。

②
塗
料
、
玩
具
店
な
ど
で
は
、
シ
ン

ナ
ー
、
ボ
ン
ド
、
接
着
剤
な
ど
を

買
い
に
き
た
と
き
は
、
購
入
す
る

理
由
を
確
認
し
、
鴫
歳
以
上
の
者

＝

で
あ
っ
て
も
正
当
な
理
由
を
明
ら

か
に
し
な
い
場
合
に
は
、
販
売
し

な
い
。

③
薬
局
、
薬
店
な
ど
で
は
、
睡
眠
薬

や
鎮
痛
剤
な
ど
を
青
少
年
に
販
売

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
喫
茶
店
な
ど
で
は
、
飲
酒
、
喫
煙

な
ど
の
不
良
行
為
が
行
わ
れ
や
す

い
の
で
注
意
す
る
。

二
咋

多
い
親
の
無
関
心

青
少
年
の
非
行
の
問
題
は
、
一
人
ひ

と
り
の
注
意
と
社
会
環
境
の
整
備
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
家

庭
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。

わ
が
子
が
〃
毒
芽
″
に
か
か
っ
て
も

平
気
で
い
ら
れ
る
親
は
い
な
い
は
ず
で

す
。
心
身
と
も
に
ま
だ
未
熟
で
判
断
力

の
乏
し
い
青
少
年
を
〃
転
落
″
の
危
機

か
ら
救
う
最
善
の
道
は
〃
早
期
発
見
″

に
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
変
化
は

非
行
の
き
ざ
し

ふ
だ
ん
か
ら
日
常
生
活
に
細
か
く
目

を
配
り
、
帰
宅
時
間
の
変
化
や
、
成
績

の
動
向
、
友
だ
ち
と
の
つ
き
合
い
に
気

を
く
ば
る
一
方
、
服
装
や
持
ち
物
が
急

に
ハ
デ
に
な
っ
た
り
し
な
い
か
、
ま
た

親
に
対
す
る
こ
と
ば
づ
か
い
が
以
前
に

比
べ
て
乱
暴
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
な

ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
に
非

行
に
転
落
す
る
結
果
を
招
か
な
い
と
も

か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
で
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
た
せ
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら

よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
７
月
１
日
か
ら
７

－
「
青
少
年
を
非
行
か

一
強
調
月
間
」
で
す
。

）

○
献
血
で
き
る
人
は

満
照
歳
以
上
、
妬
歳
未
満
の
人

体
重
は
、
男
性
が
妬
キ
ロ
グ
ラ
ム

女
性
は
知
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
方

で
、
前
回
の
献
血
か
ら
１
か
月
以
上

た
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

女
性
の
場
合
、
妊
娠
中
と
か
産
後
６

か
月
以
内
の
方
は
、
献
血
で
き
ま
せ

ん
。
車
で
献
血
に
こ
ら
れ
る
方
は
、
駐
車

場
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

街
頭
献
血
の
お
知
ら
せ

夏
は
献
血
用
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

海
や
山
へ
出
か
け
る
人
が
多
い
う
え
暑

さ
で
献
血
者
が
減
っ
て
、
血
液
が
不
足

す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
献
血
を

呼
び
か
け
る
わ
け
で
す
。

と
き
７
月
”
日
（
金
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
駅
派
出
所
前
広
場

高
萩
駅
東
口
広
場

＝

鱒

蕊 鰯蕊慰
露

認

燃鐵灘


